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Work 次の物質の pHを調べよう。 教 p.130図 10を参考に，〔 〕内に●の pHを示す物質名をそれぞれ 選択肢

から選んで書きこんでみよう。また，それぞれの pHにおいてメチルオレンジ，フェノールフタレインの色が何色を
示すか，ビーカー内に当てはまる色を塗ってみよう。
選択肢 身のまわりの物質：ミカン果汁，牛乳，セッケン水溶液

ヒトの体液 ：胃液，だ液，涙

学んだことを説明してみよう 教 p.131

⑴ pHとは何か，「水素イオン」を用いて説明してみよう。
解答例

pHは水素イオンの濃度 [H+]の大小を示すもので，[H+] ＝ 1.0× 10－nmol/Lのとき，
pH ＝ nと表す。

⑵ pH ＝ 1の強酸の水溶液を 10倍ずつ薄めていくと，pHはどう変わっていくかを説明して
みよう。

解答例

pH ＝ 1の強酸を 10倍に薄めると，水溶液の [H+]は 10－1倍となるので，pHは 2となる。さ
らに 10倍に薄めると pHは 3になるが，どれだけ薄めても pHが 7より大きくなることはない。
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問 2
教 p.57

次のイオンからなる物質の組成式を書け。

物質の名称 組成式 物質の名称 組成式 物質の名称 組成式
⑴ 塩化ナトリウム NaCl ⑵ 水酸化カリウム KOH ⑶ 硝酸銀 AgNO3

⑷ 塩化アンモニウム NH4Cl ⑸ 酸化カルシウム CaO ⑹ 硫化銅(Ⅱ) CuS

⑺ 硫酸バリウム BaSO4 ⑻ 炭酸カルシウム CaCO3 ⑼ 塩化カルシウム CaCl2
⑽ 水酸化バリウム Ba𠀨𠀨𠀨𠀨OH𠀩𠀩𠀩𠀩2 ⑾ 硫化ナトリウム Na2S ⑿ 硫酸アンモニウム 𠀨𠀨𠀨𠀨NH4𠀩𠀩𠀩𠀩2SO4

⒀ 塩化アルミニウム AlCl3 ⒁ 水酸化鉄(Ⅱ) Fe𠀨𠀨𠀨𠀨OH𠀩𠀩𠀩𠀩2 ⒂ 酸化鉄(Ⅲ) Fe2O3

何価の陽イオンと何価の陰イオン
からできているかを考えてみよう。

問 3
教 p.57

次の組成式で表される物質の名称を書け。

組成式 物質の名称 組成式 物質の名称 組成式 物質の名称
⑴ KCl 塩化カリウム ⑵ NaOH 水酸化ナトリウム ⑶ NH4Cl 塩化アンモニウム
⑷ AgNO3 硝酸銀 ⑸ CuS 硫化銅(Ⅱ) ⑹ CaO 酸化カルシウム
⑺ CuSO4 硫酸銅(Ⅱ) ⑻ BaCO3 炭酸バリウム ⑼ CuCl2 塩化銅(Ⅱ)
⑽ Ba񀀨񀀨񀀨񀀨OH񀀩񀀩񀀩񀀩2 水酸化バリウム ⑾ Ag2S 硫化銀 ⑿ K2CO3 炭酸カリウム
⒀ FeCl3 塩化鉄(Ⅲ) ⒁ Al񀀨񀀨񀀨񀀨OH񀀩񀀩񀀩񀀩3 水酸化アルミニウム ⒂ Al2O3 酸化アルミニウム
⒃ Fe2񀀨񀀨񀀨񀀨SO4񀀩񀀩񀀩񀀩3 硫酸鉄(Ⅲ)

❹イオンからなる物質の性質
・融点が{9 高い・低い }ものが多く，常温では{10 固体・液体・気体 }である。
・水に溶けるものが{11 多い・少ない }。
・固体のままでは電気を{12 通す・通さない }。水に溶けたり，融解して液体になったりすると，
電気を{13 通す・通さない }ようになる。
・{14 硬い・やわらかい }が，割れやすくもろい。
・〔15 電離 〕 … 物質がイオンに分かれること。
・〔16 電解質 〕 … 水に溶けたときに電離する物質。イオン結晶は〔 16 〕である。

学んだことを説明してみよう 教 p.58

⑴ イオン結合を，「陽イオン」・「陰イオン」を用いて説明してみよう。
解答例

イオン結合は，陽イオンと陰イオンが静電気力によって引きあってできる結合である。
⑵ イオンからなる物質が水に溶けると電気を通すようになる理由を，「電離」を用いて説明し
てみよう。

解答例

イオンからなる物質は，水に溶けると電離して陽イオンと陰イオンに分かれて溶液中を自由に
移動できるようになり，電気を通すようになる。

21第３章 粒子の結合
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❠ 水分子 1.5× 1022個
水分子 H2O 1.5× 1022個の物質量は，

H2O分子の粒子の数

6.0× 1023/mol
＝ H2Oの物質量

〔6 1.5× 1022 〕
6.0× 1023/mol

＝ 〔7 0.025 〕mol 答 0.025mol

❡ アルミニウムイオン 6.0× 1024個
アルミニウムイオン Al3+ 6.0× 1024個の物質量

Al3+の粒子の数

6.0× 1023/mol
＝ Al3+の物質量

〔8 6.0× 1024 〕
6.0× 1023/mol

＝ 〔9 10 〕mol 答 10mol

⑵ 粒子の数を求めよ。
❞ 炭素 1.0 mol中の炭素原子
炭素 C 1.0mol中の C原子の数 … 〔10 6.0× 1023 〕/mol

よって，C 1.0 mol中の Cの数は，
C 1.0mol中の Cの数 × Cの物質量 ＝ C 1.0mol中の Cの数

〔11 6.0× 1023 〕/mol × 〔12 1.0 〕mol ＝ 〔13 6.0× 1023 〕(個) 答 6.0× 1023個

❟ ナトリウム 0.50 mol中のナトリウム原子
ナトリウム Na 1.0mol中の Na原子の数 … 〔14 6.0× 1023 〕/mol

よって，Na 0.50mol中の Naの数は，
Na 1.0 mol中の Naの数 × Naの物質量 ＝ Na 0.50mol中の Naの数

〔15 6.0× 1023 〕/mol × 〔16 0.50 〕mol ＝ 〔17 3.0× 1023 〕(個)
答 3.0× 1023個

❠ 二酸化炭素 1.5 mol中の二酸化炭素分子
二酸化炭素 CO2 1.0 mol中の CO2分子の数 … 〔18 6.0× 1023 〕/mol

よって，CO2 1.5mol中の CO2の数は，
CO2 1.0mol中の CO2の数 × CO2の物質量 ＝ CO2 1.5 mol中の CO2の数

〔19 6.0× 1023 〕/mol × 〔20 1.5 〕mol ＝ 〔21 9.0× 1023 〕(個)
答 9.0× 1023個

45第１章 物質量と化学反応式
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25 水の電離と水溶液の pH 学習日 : 月 日
教 p.128～ 131

印

Ａ 水の電離 教 p.128

・水はごくわずかであるが，次のように電離している。
H2O 񎎸񎎸񎎸񎎸񎎹񎎹񎎹񎎹񎎻񎎻񎎻񎎻 H+ ＋ 〔1 OH－ 〕

・25℃の純水では，水素イオンのモル濃度 [H+]と水酸化物イオンのモル濃度 [OH－]が等しく，
ともに〔2 1.0× 10－7 〕mol/Lである。

Ｂ pH 教 p.128～ 131

❶水溶液中には必ず H+と OH－の両方が存在し，OH－が多ければ H+が少なくなるため，水溶液の
酸性や塩基性の強さは〔3 水素イオン濃度 〕[H+]で表すことができる。
・[H+] ＝ 酸の〔4 価数 〕 ×水溶液の〔5 モル濃度 〕 × 〔6 電離度 〕
[OH－] ＝ 塩基の 〔 4 〕 ×水溶液の 〔 5 〕 × 〔 6 〕
・〔7 pH 〕(水素イオン指数) … 水溶液中の水素イオンのモル濃度 [H+]の大小を示す数値。

[H+] ＝ 1.0× 10－nmol/Lのとき，pH ＝ 〔8 n 〕

類題 1
教 p.129

25℃で，次の水溶液の pHを求めよ。
⑴ 0.010mol/Lの塩酸(電離度 1.0)
⑵ 0.050mol/Lの酢酸水溶液(電離度 0.020)

解 ⑴ 塩酸 HClは 1価の強酸で，電離度が 1.0であるから，

pHは，水素イオン濃度
[H+]から求められるよ。

[H+] ＝ 〔9 1 〕× 〔10 0.010 〕mol/L× 〔11 1.0 〕
＝ 〔12 1.0× 10－2 〕mol/L

答 pH ＝ 2
⑵ 酢酸 CH3COOHは 1価の弱酸で，電離度が 0.020であるから，
[H+] ＝ 〔13 1 〕× 〔14 0.050 〕mol/L× 〔15 0.020 〕 酸の強弱にかかわらず

計算方法は同じ＝ 〔16 1.0× 10－3 〕mol/L

答 pH ＝ 3

❷水溶液の性質と pHの関係 (25℃)
酸 性：[H+] ＞ 1.0× 10－7 mol/L {17 ＞・＜ }[OH－]，pH ＜ 7

中 性：[H+] ＝ 〔18 1.0× 10－7 〕mol/L ＝ [OH－]，pH ＝ 7

塩基性：[H+] ＜ 1.0× 10－7 mol/L {19 ＞・＜ }[OH－]，pH ＞ 7

・酸の水溶液を水でどんなに薄めても，pHが 7より{20 大きく・小さく }なることはない。
塩基の水溶液を水でどんなに薄めても，pHが 7より{21 大きく・小さく }なることはない。

❸〔22 pH指示薬 〕 … 水溶液の pHによって色が大きく変化する物質。
例 〔23 メチルオレンジ 〕，メチルレッド，BTB，〔24 フェノールフタレイン 〕

・〔25 変色域 〕 … 指
し
示
じ
薬
やく
の色が変わる pHの範囲。 指示薬を使えば大まか

な pHがわかるんだね。
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25°Cで次の水溶液の水素イオン濃度［H＋］と pHを求めよ。⑵はまとめの A の表を用い
て答えよ。
⑴ 0.0010 mol/Lの塩酸 HCl（塩化水素の水溶液）（電離度 1.0）
⑵ 0.050 mol/Lのアンモニア NH3水（電離度 0.020）

⑴ 酸の水溶液の場合，［H＋］＝酸の価数×モル濃度×電離度
塩酸 HClは 1価の酸で，電離度が 1.0なので
　［H＋］＝1×0.0010 mol/L×1.0＝1.0×10－3 mol/L 答［H＋］＝1.0×10－3 mol/L，pH＝3

⑵ 塩基の水溶液の場合，［OH－］＝塩基の価数×モル濃度×電離度
アンモニア NH3は 1価の塩基で，電離度が 0.020なので
　［OH－］＝1×0.050 mol/L×0.020＝1.0×10－3 mol/L

まとめの A の表より，［H＋］＝1.0×10－11 mol/L 答［H＋］＝1.0×10－11 mol/L，pH＝11
➡やってみよう！ 問題 97

例題 10 pHとその計算　 教 p. 128，129

解 説

97  25 °Cで次の水溶液の水素イオン濃度［H＋］と pHを求めよ。ただし，⑶，⑷はまとめの A の表
を用いて答えよ。　 教 p. 128，129

⑴⑴ 0.10 mol/Lの酢
さく
酸
さん

CH3COOH水溶液（電離度 0.010） 〔［H＋］＝ 1.0×10－3  mol/L，pH＝ 3 〕
⑵⑵ 0.050 mol/Lの硫酸 H2SO4水溶液（電離度 1.0） 〔［H＋］＝ 1.0×10－1  mol/L，pH＝ 1 〕
⑶⑶ 0.010 mol/Lの水酸化ナトリウム NaOH水溶液（電離度 1.0）

〔［H＋］＝ 1.0×10－12  mol/L，pH＝ 12 〕
⑷⑷ 0.00050 mol/Lの水酸化カルシウム Ca（OH）2水溶液（電離度 1.0）

〔［H＋］＝ 1.0×10－11  mol/L，pH＝ 11 〕

⑴ 電離度が 0.010なので
　［H＋］＝1×0.10 mol/L×0.010＝1.0×10－3 mol/L　pH＝3

⑵ 電離度が 1.0なので
　［H＋］＝2×0.050 mol/L×1.0＝1.0×10－1 mol/L　pH＝1

⑶ 電離度が 1.0なので
　［OH－］＝0.010 mol/L×1.0＝1.0×10－2 mol/L

まとめの A の表より，［H＋］＝1.0×10－12 mol/L　pH＝12

⑷ 電離度が 1.0なので
　［OH－］＝2×0.00050 mol/L×1.0＝1.0×10－3 mol/L

まとめの A の表より，［H＋］＝1.0×10－11 mol/L　pH＝11

［OH－］を求めてから，まとめの
表を使って，［H＋］を求める

［H＋］＝酸の価数×モル濃度×電離度
［OH－］＝塩基の価数×モル濃度×電離度 だね。

ヒント

95  25 °Cで次の水溶液の pHを求めて，酸性・中性・塩基性のいずれに当てはまるか答えよ。ただし，
⑶はまとめの A の表を用いて答えよ。　 教 p. 128，129

⑴⑴［H＋］＝1.0×10－2 mol/L 〔pH＝ 2 ， 酸 性〕
⑵⑵［H＋］＝1.0×10－11 mol/L 〔pH＝ 11 ， 塩基 性〕
⑶⑶［OH－］＝1.0×10－7 mol/L 〔pH＝ 7 ， 中 性〕

96 次の水溶液の pHとして最も適当なものを下の 数値 の中から選んで書け。　 教 p. 129

⑴⑴ pH＝2 の塩酸 HCl（電離度 1.0）を 100倍に薄めた水溶液 酸の水溶液は，いくら薄め
ても塩基性にはならない。

〔 4 〕
⑵⑵ pH＝5 の塩酸 HCl（電離度 1.0）を 10000倍に薄めた水溶液 〔 7 〕
数値 1，2，3，4，5，6，7，8，9，10，11，12，13 

⑴ 薄める前の塩酸の［H＋］× 1
100

になるんだね。

ヒント
⑴ pH＝2 だから　［H＋］＝1×10－2 mol/L

 100倍に薄めると

　［H＋］＝1×10－2 mol/L× 1
100
＝1×10－4 mol/L　pH＝4

水の電離と水溶液の pH18 学習日 :　　月　　日
教  p. 128～131

印

まとめ

A
ピーエイチ

H 教 p. 128～131

❶ pH　［H＋］＝1.0×10－n mol/L のとき，pH＝〔ア　n　〕。
• 酸の水溶液の場合，［H＋］＝価数×モル濃度×電離度
• 塩基の水溶液の場合，［OH－］＝価数×モル濃度×電離度→下表を用いると［H＋］が求められる。

［OH－］〔mol/L〕

［H＋］〔mol/L〕

110－14 10－13 10－12 10－11 10－10 10－9 10－8 10－7 10－6 10－5 10－4 10－3 10－2 10－1

1 10－1410－1310－1210－1110－1010－910－810－710－610－510－410－310－210－1

7 8 9 10 11 12 136 8 9 10 11 12 13 1474321 543210pH

水溶液の性質 （強） （強）酸性 塩基性（弱） （弱）中性

❷ pH 指
し

示
じ

薬
やく

　水溶液の pHにより色が大きく変化する物質。色が変わる pHの範囲を〔イ　変色域　〕という。
例

メチルオレンジ

pH指示薬

3
フェノールフタレイン

変色域

pH＝3.1～4.4

pH＝8.0～9.8

色の変化
pH 7 113

pH 7 1133

赤

赤

無

黄

❸ 水の〔ウ　イオン積　〕　水や水溶液中の水素イオン濃度［H＋］と水酸化物イオン濃度［OH－］の積。Kｗで表す。
KwKK ＝［H＋］［OH－］＝1.0×10－14 mol2/L2 2LL（25 °C）

発展
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学習日 :　　月　　日
教  p.111

学習日 :　　月　　日
教 p.141

印 印

実験 1 　化学反応の量的関係を調べるために，以下の実験を行った。
操作 1 電子てんびんでステンレス皿の質量 aを測定した。
操作 2 ステンレス皿に炭酸水素ナトリウムを入れ，薄く広げて全体の質量 bを測定した。
操作 3 ガスバーナーで数分加熱した。
操作 4 加熱をやめ，ステンレス皿が十分冷めてから全体の質量 cを測定した。
班ごとに実験を 5回行ったところ，次のような結果が得られた。

班 1 2 3 4 5

ステンレス皿の質量 a〔g〕 33.94 g 33.70 g 33.86 g 33.75 g 33.88 g

反応前の全体の質量 b〔g〕 34.36 g 34.96 g 34.49 g 34.59 g 35.56 g

反応後の全体の質量 c〔g〕 34.21 g 34.50 g 34.26 g 34.44 g 34.94 g

実験 2 　レモン果汁中に含まれるクエン酸の濃度を調べるために，以下の実験を行った。
操作 1 市販のレモン果汁をホールピペットで 10.0 mLはかり取り，メスフラスコで 100 mLに希釈した。
操作 2 操作 1 で得られた水溶液をホールピペットで 10.0 mLとり，コニカルビーカーに入れ，フェノールフ

タレイン溶液を 2滴加えた。
操作 3 ビュレットに 0.10 mol/L水酸化ナトリウム水溶液を入れ，コックを開けて先端の空気を抜いた後，液

面の目盛り（初めの目盛り a）を読み取った。
操作 4 操作 2 のコニカルビーカーに水酸化ナトリウム水溶液を少しずつ滴下し，軽く振り混ぜる操作をくり

返した。振り混ぜても赤色が消えなくなったところで滴下をやめ，液面の目盛り（終わりの目盛り b）
を読み取った。

操作 5 滴下量が近い値が 3回得られるまで滴定を行った。
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分 析 　次の手順で実験データをまとめ，分析してみよう。
手順 1 計算手順の確認をする。次のカッコ内に，a，b，cを用いた式を入れよ。

反応前の炭酸水素ナトリウムの質量は，〔 b － a 〕で求められる。
生成した炭酸ナトリウムの質量は，〔 c － a 〕で求められる。

手順 2 実験結果を表にまとめる。計算で求めた物質量は，有効数字 2桁で記す。

回数 1 2 3 4 5

反応前の NaHCO3の質量 〔 0.42 〕g 〔 1.26 〕g 〔 0.63 〕g 〔 0.84 〕g 〔 1.68 〕g

生成した Na2CO3の質量 〔 0.27 〕g 〔 0.80 〕g 〔 0.40 〕g 〔 0.69 〕g 〔 1.06 〕g
反応前の NaHCO3の物質量
（NaHCO3の式量＝84） 〔 0.0050 〕mol〔  0.015  〕mol〔 0.0075 〕mol〔 0.010 〕mol〔 0.020 〕mol

生成した Na2CO3の物質量
（Na2CO3の式量＝106） 〔 0.0025 〕mol〔 0.0075 〕mol〔 0.0038 〕mol〔 0.0065 〕mol〔 0.010 〕mol

手順 3  炭酸水素ナトリウム NaHCO3が加熱によってすべて炭酸ナトリウム Na2CO3に変化したとして，反
応前の NaHCO3の質量〔g〕と生成した Na2CO3の質量〔g〕の関係のグラフをかく。

手順 4 反応前の NaHCO3の物質量〔mol〕と生成した Na2CO3の物質量〔mol〕の関係のグラフをかく。

反応前のNaHCO3の質量〔g〕

生
成
し
た
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0 2
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●図Ａ　質量の関係（ 手順 3 ）⬆

反応前のNaHCO3の物質量〔mol〕

生
成
し
た

Na2CO3

の
物
質
量

〔mol〕

0.01

0.01

0.02

0.03

0.02 0.030
0

●図Ｂ　物質量の関係（ 手順 4 ）⬆

手順 5 反応前の NaHCO3の物質量と生成した Na2CO3の物質量の比は，〔 2 〕：〔 1 〕（整数比）である。。

分 析 　次の手順で実験データをまとめ，分析してみよう。
手順 1 測定結果をまとめ，平均の滴下量を求める。ただし，滴下量が大きく異なるものは除いて考える。

回数 1 2 3 4 平均値

初めの目盛り a 〔 1.40 〕mL 〔 13.20 〕mL 〔 0.88 〕mL 〔 12.26 〕mL

終わりの目盛り b 〔 13.20 〕mL 〔 25.54 〕mL 〔 12.26 〕mL 〔 23.59 〕mL

滴下量 〔 11.80 〕mL 〔 12.34 〕mL 〔 11.38 〕mL 〔 11.33 〕mL 〔 11.50 〕mL

手順 2 レモン果汁に含まれる酸はすべてクエン酸（3価）であるとすると， 操作 1 で薄めたレモン果汁
（ 操作 4 で用いたレモン果汁）のクエン酸のモル濃度は，中和の関係式 a×c×V＝b×c′×V′VV より，

3×c〔mol/L〕× 10.0
1000 L＝1×0.10×〔 11.50 〕

1000 L c≒〔 0.038 〕mol/LL

手順 3 操作 1 でレモン果汁を 100mL
10.0mL 倍に薄めたので，市販のレモン果汁中のクエン酸のモル濃度は，

〔 0.038 〕mol/L× 100mL
10.0mL＝〔 0.38 〕mol/L

手順 4 クエン酸の分子量を 192，市販のレモン果汁の密度を 1.0 g/cm3とした場合，市販のレモン果汁 1 LL

について，「全体の質量」および「クエン酸の質量」はそれぞれ 2回目は滴下量が
大きく異なるので，
除いて考える。

［全体］1.0 g/cm3×1000 cm3＝1000 g

［クエン酸］〔 0.38 〕mol/L×1 L×192 g/mol≒〔 73 〕g
手順 5 市販のレモン果汁中のクエン酸の質量パーセント濃度は，

〔 73 〕g
1000 g ×100＝〔 7.3 〕 よって，〔 7.3 〕％

（数研）（改）新編化学基礎サポートノート　D147X （数研）（改）新編化学基礎サポートノート　D147X

　実験データを分析してみよう
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139 次の中から，結晶の例・結晶の種類・用途の組合せとして誤っている組合せを 2つ選び，記号び
で答えよ。　 教 p. 59，77，81 イオンからなる物質，共有結合の結晶，金属・合金

結晶の例 結晶の種類 用途

① ドライアイス 共有結合の結晶 保冷剤

② 黒鉛 共有結合の結晶 鉛筆の芯

③ 酸化カルシウム イオン結晶 乾燥剤

④ アルミニウム 金属結晶 窓枠（サッシ）

⑤ 二酸化ケイ素 分子結晶 半導体材料

〔　①　，　⑤　〕
① ドライアイスは，分子結晶に分類される。
⑤ 二酸化ケイ素は，共有結合の結晶に分類される。
半導体材料であるケイ素は，二酸化ケイ素を還元してつくる。

140 金属に関する次の文章のうち，正しいものには〇，誤っているものには×を書け。
教 p. 81 金属・合金

⑴⑴ 銀はすべての金属の中で最も熱と電気を通す。抗菌作用もあるため，食器に用いられる。 〔　〇　〕
⑵⑵ アルミニウムは金属の中では比較的密度が小さいため，新幹線の車体に用いられる。 〔　〇　〕
⑶⑶ 鉄はボーキサイト，石灰石，コークスを原料として製造される。 〔　×　〕
⑷⑷ 銅とスズの合金のことを黄銅といい，金管楽器や美術作品に用いられる。 〔　×　〕
⑸⑸ 金は金属の中で最も反応しにくく，天然には単体として産出する。 〔　〇　〕
⑹⑹ 亜鉛はイオン化傾向が比較的大きいので，マンガン乾電池の正極の材料として用いられる。 〔　×　〕
⑶ 鉄は鉄鉱石，石灰石，コークスが原料である。
⑷ 銅とスズの合金は青銅である。黄銅は銅と亜鉛の合金。
⑹ 亜鉛はイオン化傾向が大きいため，酸化されやすく，マンガン乾電池の負極の材料として用いられる。

141 次の説明は，中和反応を利用したものか，それとも酸化還元反応を利用したものか。中和反応
を利用したものには A，酸化還元反応を利用したものには Bを記せ。

教 p. 145，158 中和反応，酸化剤・還元剤
⑴⑴ 市販のお茶の品質劣化防止のために，ビタミン Cを加える。 〔　B　〕
⑵⑵ うがい薬の中にはヨウ素が含まれている。 〔　B　〕
⑶⑶ 食品の保存のために，鉄粉が入った脱酸素剤を包装容器内に入れておく。 〔　B　〕
⑷⑷ 発泡入浴剤を水に入れると二酸化炭素が発生する。 〔　A　〕
⑸⑸ 胃薬の中には，炭酸水素ナトリウムが含まれている。 〔　A　〕
⑴ ビタミン C（アスコルビン酸）には還元作用があるため，酸化による品質劣化を防ぐことができる。
⑵ ヨウ素は，酸化作用があるので殺菌剤として用いられる。
⑶ 鉄は，酸素と反応することで容器内の酸素濃度を下げるため，食品の保存期間延長のために用いられる。
⑷ 発泡入浴剤には，コハク酸（あるいはフマル酸）と炭酸水素ナトリウムが含まれており，水の中で弱酸の遊離が起
こることで，二酸化炭素を生じる。

⑸ 胃薬の中の炭酸水素ナトリウムは，胃酸を中和するため，胸やけなどの症状を抑えることができる。

印

136  次の物質の分離・精製方法について，物質の状態変化を利用したものには A，そうでないもの
には Bを記せ。　 教 p. 20～23 分離・精製

⑴⑴ 海水を蒸留して，水を得る。 〔　A　〕
⑵⑵ ナフタレンと食塩の混合物を加熱し，生じた気体を冷却して純粋なナフタレンを得る。 〔　A　〕
⑶⑶ 薄めたうがい薬にヘキサンを加えてよく振ると，ヨウ素だけがヘキサンに移る。 〔　B　〕
⑷⑷ 水性ペンのインクをろ紙につけて乾燥させたあと，溶媒に浸すと色素が分離される。 〔　B　〕
⑸⑸ サトウキビから絞り出した液体の中から，砂糖の結晶を得る。 〔　B　〕
⑴ 蒸留は蒸発と凝縮を利用している。
⑵ 昇華法は昇華と凝華を利用している。

137  次の説明は，下のア～カのどの物質について説明したものか。最も適切な物質を，下の 語群

から選び，記号で答えよ。　 教 p. 58，59 イオンからなる物質
⑴⑴ セッケンを油脂（牛脂・やし油・パーム油）からつくるときの原料として使われる。セッケンセッケン 〔　オ　〕
⑵⑵ チョークの材料として使われる。 〔　ア　〕
⑶⑶ タンスや押し入れの除湿剤として使われる。 〔　イ　〕
⑷⑷ 膨張剤としてお菓子作りに使われる。 〔　エ　〕
⑸⑸ 食品の袋に入れて，乾燥剤として使われる。 〔　ウ　〕
⑹⑹ ガラスの材料として使われる。 〔　カ　〕
語群 ア 炭酸カルシウム イ 塩化カルシウム ウ 酸化カルシウム

エ 炭酸水素ナトリウム オ 水酸化ナトリウム カ 炭酸ナトリウム

138  次の文章は，下のア～カのどの物質について説明したものか。最も適切な物質を，下の 語群

から選び，記号で答えよ。　 教 p. 70，71，73 無機物質，有機化合物，合成高分子化合物
⑴⑴ 刺激臭をもつ気体で，水溶液は弱アルカリ性を示す。肥料の原料として使われる。 〔　ウ　〕
⑵⑵ 刺激臭をもつ気体で，水溶液は強酸性を示し，塩酸とよばれる。合成高分子の原料として使われる。

〔　ア　〕
⑶⑶ 空気中に最も多く含まれる気体で，水にほとんど溶けない。食品の充塡用気体として使われる。〔　イ　〕
⑷⑷ 炭素と水素からなる気体で，水にほとんど溶けない。果実の熟成や合成高分子の原料として使われる。

〔　エ　〕
⑸⑸ 常温で液体で，水によく溶けて弱酸性を示す。食酢に含まれ，合成高分子の原料として使われる。

〔　オ　〕
⑹⑹ 常温で液体で，水によく溶けて中性を示す。酒類に含まれ，消毒薬に使われる。 〔　カ　〕
語群 ア 塩化水素　　　イ 窒素　　　ウ アンモニア

エ エチレン オ 酢酸 カ エタノール

油脂に水酸化ナトリウム
を加えて加熱することで
セッケンが得られる。
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▲ p.54，55
すべての問題にゆとりある解答
スペースを用意しています。
また，解説を増やして，縮刷り
解答の見やすさを維持しながら，
わかりやすさを向上させました。

巻末特集として，「実験データを
分析してみよう」（本冊子➡25），
「生活×〇〇」（本冊子➡21）に対
応した問題を4ページ追加しま
した。

▲ p.84
教科書と同じ形式で題材
や数値が異なる問題を収
録していますので，実験
への理解をさらに深める
ことができます。 ▲

p.86
共通テストに頻出の，日
常生活に関連する問題を
演習することができます。
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